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『ビーチスポーツの祭典』

　第13回目となる『くにの松原ビーチスポー
ツフェスタ』が開催され、ビーチバレー・ビー
チフットサルの２種目が行われました。
　真夏の暑さにも負けず、参加者らは熱い試
合を繰り広げていました。また、名物のうな
ぎの蒲焼きの振る舞いには行列ができ、焼き
上がりを今か今かととても楽しみにしているよ
うでした。　　　　（平成29年８月20日撮影）

人権啓発シリーズ
同和問題

～正しく理解し、差別や偏見を無くしましょう～
●同和問題ってどんなこと？

　同和問題とは、日本社会の歴史的発展の過程で形成された身分階層構
造に基づく差別により、国民の一部の人々が経済的・社会的・文化的に
低位の状態におかれ、その状態が今日の社会まで因習的に残されており、
わが国の憲法に保障されている基本的人権尊重の考え方に照らしても、
早急に解決しなければならない、最も深刻にして重大な社会問題です。

出身地や暮らす場所が理由で、結婚や就職のときに、差別を受ける同和問題

生まれてくる場所を、選ぶことは出来ないけれど、み～んな同じ空の下

同じ地球に生まれ、同じ心を持ってるよ

“どこの人？” なんかじゃなくて　“わたし” 個人を見て欲しい

ひとりひとりが、かけがえのない人間だから
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